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	LAMB1：ラミニンβ1。ラミニンは細胞外マトリックス糖タンパク質ファミリーであり、基底膜の主要な非コラーゲン性構成成分です。細胞接着、分化、遊走、シグナル伝達、神経突起伸展、転移など、様々な生物学的プロセスに関与していることが示唆されています。ラミニンは、ラミニンα、β、γ（以前はそれぞれA、B1、B2）という3つの非相同鎖から構成され、それぞれ異なる鎖からなる3本の短腕と、3本すべての鎖からなる長腕からなる十字形構造を形成します。各ラミニン鎖は、それぞれ異なる遺伝子によってコードされるマルチドメインタンパク質です。各鎖には複数のアイソフォームが報告されています。異なるアルファ、ベータ、ガンマ鎖異性体が組み合わさって、異なるヘテロ三量体ラミニンアイソフォームが生じます。これらは発見順にアラビア数字で指定されます。つまり、アルファ1ベータ1ガンマ1ヘテロ三量体はラミニン 1 です。異なる鎖と三量体分子の生物学的機能はほとんどわかっていませんが、一部の鎖は組織分布に関して異なることが示されており、おそらく生体内での多様な機能を反映しています。この遺伝子は、ベータ鎖アイソフォーム ラミニン、ベータ 1 をコードします。ベータ 1 鎖には、他のベータ鎖異性体と共有する 7 つの構造的に異なるドメインがあります。ドメイン I と II を含む C 末端ヘリカル領域はドメイン アルファによって分離され、ドメイン III と V にはいくつかの EGF 様リピートが含まれ、ドメイン IV と VI は球状の構造を持っています。ラミニンβ1は、基底膜を形成するほとんどの組織で発現しており、ラミニン1を構成する3つの鎖の1つです。ラミニン1は、エンゲルブレス・ホルム・スウォーム（EHS）腫瘍から最初に単離されたラミニンです。細胞接着、走化性、およびラミニン受容体への結合に関与するβ1鎖の配列が同定され、転移阻害能を持つことが示されました。
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